
参考資料

第２期宮城県教育振興基本計画（改訂版） 令和６年度主要事業

１ 志教育推進地区指定事業 【義務教育課】

２ ＩＣＴを活用した心の健康観察事業 【高校教育課】

３ 体力・運動能力向上センター事業 【保健体育安全課】

４ 学力向上マネジメント支援事業 【義務教育課】

５ 地域進学重点校改革推進事業 【高校教育課】

６ みやぎ「学びのＤＸ」推進事業 【義務教育課】

７ 教育ＤＸ推進プロジェクト事業 【高校教育課】

８ 特別な支援を要する児童生徒に対するＩＣＴ活用教育推進事業 【特別支援教育課】

９ 学ぶ土台づくり推進事業 【義務教育課】

１０ 自立と社会参加につがなる「共に学ぶ教育」推進モデル事業 【特別支援教育課】

１１ 専門教育次世代人財プロジェクト事業 【高校教育課】

１２ 東北歴史博物館教育普及事業 【文化財課】

１３ 博物館利用情報を活用した地域活力向上事業 【文化財課】

１４ 地域連携型学校防災体制等構築事業 【保健体育安全課】

１５ 学び支援教室等充実事業 【義務教育課】

１６ みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業 【義務教育課】

１７ コミュニティ・スクール推進事業 【義務教育課・高校教育課・特別支援教育課】

１８ スクールサポートスタッフ配置事業 【教職員課】

１９ 採点業務デジタル化による学びの質向上事業（Ｄスキーム） 【高校教育課】

２０ みやぎらしい家庭教育支援事業 【生涯学習課】

２１ 部活動地域移行推進事業 【保健体育安全課・生涯学習課・スポーツ振興課】

２２ 学びを通じたみやぎの共生社会推進事業 【生涯学習課】



１ 志教育推進地区指定事業 新規 当初予算額：2,000千円 担当課室：義務教育課



２ ＩＣＴを活用した心の健康観察事業 新規 当初予算額：4,448千円 担当課室：高校教育課



３ 体力・運動能力向上センター事業 当初予算額：15,432千円 担当課室：保健体育安全課



４ 学力向上マネジメント支援事業 当初予算額：39,391千円 担当課室：義務教育課

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

背景 
 

【現状１】これまでの成果 
○学力向上マネジメント支援事業（令和元年度～）の指定を受けた 5 市においては、組

織的な学力向上に高い効果。児童生徒の課題を分析し、指導の改善に生かす PDCA サ

イクルを取り入れたカリキュラム・マネジメントが学力向上に有効。 

○学力向上マネジメント支援事業では学力向上対策を、教育委員会のリーダーシップの

もと，組織的に行われている。市町村全体で（特に小学校において顕著）学力向上の

傾向が見られる。 

▲学力向上マネジメントで得られた手法を、水平展開し他の市町村に広げていくことが

課題。 

【現状２】1 人 1 台ＩＣＴ端末の活用状況について 
○自治体によっては、市町村教委がＩＣＴの活用を推進。学習支援ソフト等を積極的に

利用し効果。 

▲ICT の活用状況についても、自治体により大きく差がある傾向。教員の負担感が先行

し，１人１台端末環境が十分に生かされていない現状。 

【現状３】ＩＣＴ端末を学力向上に最大限活用する体制づくり 
○学力向上マネジメント支援事業の指定地域で、タブレットドリルを導入。児童の自発

的な学習に効果。ＭＡの指導と 1 人 1 台端末の活用で、さらなる効果が期待。 

▲現状はそれぞれ違ったつまずきを抱えた児童生徒に、一斉に学習課題や宿題を提示。

タブレットドリルを活用することで、児童生徒の理解の状況にあった課題が提示され

るので、さらに一人一人にあった課題を学習することが可能に。 

 

現状 
 

市町教育委員会 

 

 

【 委託事業として学力向上のためのモデルを確立 】 
学力向上対策として成果のある取組を実施地区へ導入 
［学力向上対策の支援（例）］ 

●標準学力調査年２回      ●全国学力・学習状況調査結果の分析を踏まえた授業改善 

●小・中連携の取組の導入    ●PDCA サイクルを 取り入れた カリキュラム・マネジメント 

●タブレットドリルで児童生徒の実態を把握し、授業や家庭学習を改善 

       

 

 

 

 

 

学力向上マネジメント 宮城方式の展開 
➣事業実施市町教委において、カリキュラム・マネジメントと１人１台端末を最大

限に活かした「学力向上マネジメント 宮城方式」を水平展開 

県教育委員会 ・全国学力・学習状況調査結果において、本県の児童生徒に基礎的・基本的な学習内容

が身に付いていない状況 

・学力向上マネジメント支援事業の指定を受けた市においては、ＰＤＣＡサイクルを取

り入れたカリキュラム・マネジメントで学力向上に効果 

・GIGA スクール構想によって、１人１台端末環境での学習が開始。学力向上に最大限活

用することが必須 

 

成果 
 

事業内容 
 

PDCA サイクルに基づく授業改善等の実践を通して、児童生徒一人一人

の学習内容の確実な定着を図る 



５ 地域進学重点校改革推進事業 当初予算額：8,873千円 担当課室：高校教育課



６ みやぎ「学びのＤＸ」推進事業 新規 当初予算額：13,500千円 担当課室：義務教育課



７ 教育ＤＸ推進プロジェクト事業 当初予算額：30,613千円 担当課室：高校教育課・教職員課



８ 特別な支援を要する児童生徒に対するＩＣＴ活用教育推進事業 当初予算額：1,750千円 担当課室：特別支援教育課



９ 学ぶ土台づくり推進事業 当初予算額：8,269千円 担当課室：義務教育課



１０ 自立と社会参加につがなる「共に学ぶ教育」推進モデル事業 新規 当初予算額：3,863千円 担当課室：特別支援教育課



１１ 専門教育次世代人財プロジェクト事業 新規 当初予算額：3,031千円 担当課室：高校教育課



１２ 東北歴史博物館教育普及事業 拡充 当初予算額：18,713千円 担当課室：文化財課



１３ 博物館利用情報を活用した地域活力向上事業 新規 当初予算額：5,400千円 担当課室：文化財課



１４ 地域連携型学校防災体制等構築事業 当初予算額：9,500千円 担当課室：保健体育安全課



１５ 学び支援教室等充実事業 当初予算額：57,172千円 担当課室：義務教育課



１６ みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業 当初予算額：204,183千円 担当課室：義務教育課



１７ コミュニティ・スクール推進事業 当初予算額：9,738千円 担当課室：義務教育課・高校教育課・特別支援教育課

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

目標 
 

 

地域と学校の連携・協働体制の構築 
 

地域と連携した高等学校魅力化事業

（6,949 千円） 高校教育課 
 

小中学校コミュニティ・スクール推進事業（289 千円） 
 

学校運営協議会パイロット校への支

援（7校程度） 

・学校運営協議会の効果的な運営に

係る研究支援等 

学校評価の充実（全県立高校） 

・カリキュラムマネジメントの観点

からの学校評価の工夫と活用の支

援等 

地域に根ざした開かれた学校づくり 

・学校運営協議会や地域パートナーシッ

プ会議等により、地域資源を活用しな

がら学びの意識や自己の役割に対す

る認識を深める教育プログラム等へ

の支援 

地域と連携した特別支援学校魅力化支援 

事業（2,500 千円） 
特別支援教育

課 
 

学校運営協議会を核とする特別支援

学校魅力化の推進・研究 

・地域の教育資源を活用し，社会を担

う資質能力を育む実践的・体験的

な学習活動の研究と開発 

・先進校視察及び校内研修会の開催 

・管理職及び担当者対象研修会の開

催 

学校と地域の連携・協働に向けた研修等

の実施 

・地域学校協働活動研修会 

・学校を核とした地域づくり研修会等 

義務教育課 
 

 各市町村教育委員会におけるコミュニティ・ス
クールの導入・拡充を推進し，学校を核とした学
校・家庭・地域の連携・協働体制を確立させる。 
 
（１）コミュニティ・スクール推進協議会の実施 
   市町村教育委員会のコミュニティ・スクー 

ルに対する啓発を行う。 
（２）みやぎプッシュ型派遣の実施 

  みやぎＣＳアドバイザーが市町村を訪問 
   し，コミュニティ・スクールの導入や，学 

校運営協議会の運営等に対して助言を行う。 



１８ スクールサポートスタッフ配置事業 拡充 当初予算額：161,700千円 担当課室：教職員課



１９ 採点業務デジタル化による学びの質向上事業（Ｄスキーム） 新規 当初予算額：40,500千円 担当課室：高校教育課



２０ みやぎらしい家庭教育支援事業 当初予算額：4,506千円 担当課室：生涯学習課



２１ 部活動地域移行推進事業 拡充 当初予算額：46,912千円 担当課室：保健体育安全課・生涯学習課・スポーツ振興課



２２ 学びを通じたみやぎの共生社会推進事業 当初予算額：6,403千円 担当課室：生涯学習課


